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シリーズ地名を訪ねて①| 勘兵衛屋敷 関ケ原の戦い (西麿1600年)の頃、大洲地方を治め
ていた藤堂高虎の重臣である渡辺勘兵衛の屋敷があったことから、力ンベイヤシキまたはオ力ンベヤシキと
呼ばれています。今は、臥龍山荘や山荘画廊があり観光スポットとして知られています。路地の一角にある
井戸はいつの頃からあったものか。長い問、大別11の移り変りを見てきた井戸なのかも知れません。
地名はその所在を明らかにするために、太古からつけられていました。その由来には、様々な起源があり
ます。これから11ロシリーズで市内の地名の由来についてご紹介します。一方的な解釈もありますがご容赦
ください。

今月号のみどころ

012月定例市議会…・……・・…・…ーP.2-3 

0フラワーパークは平成9年オープン

"'P.3 

0税の申告は正しくお早めに・・…......P.4

0建設工事の競争入札

参加希望者の受け付け・………一"'P.5

0民生児童委員に委嘱状・…・…..P.6-7 

今月の納税は

固定資産税

4期

納期は2月29日です

市民のうごき

平成7年12月31日現在

人口 39.185人 (-27) 

男 18.694人 (-8) 

女 20.491人 (-19) 

世帯数 13.721世帯 (+ 7) 

面 積 240.99平方キロメートル



ク整備事業に着手ーパーフラワ

十
二
月
定
例
市
議
会
は
、

十

12月定例市議会

月
六
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
十

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、

平
成
七
年
度
補

正
予
算
関
係
七
件
、

条
例
関
係
五

牛
下
、
，a『
'

人
事
関
係
二
件
、

そ
の
他

件
の
計
十
五
件
が
提
案
さ
れ
、

議
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
理
由
の
説
明

審

平
成
七
年
は
、
戦
後
五
十
年
と
い

う
大
き
な
節
目
の
年
で
し
た
。
顧
み

る
と
わ
が
国
は
、
敗
戦
の
混
乱
と
貧

窮
の
中
、
幾
多
の
困
難
を
克
服
し、

今
や
世
界
に
冠
た
る
経
済
力
を
有
す

る
に
い
た
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

や
国
際
社
会
で
は
、
冷
戦
構
造
が
崩

れ
去
り
、
囲
内
で
は
、
技
術
革
新
、

情
報
化
の
進
展
、
高
齢
化
の
進
行
、

社
会
の
成
熟
化
、
さ
ら
に
人
々
の
価

値
観
の
多
様
化
な
ど
に
伴
い
、
あ
ら

ゆ
る
面
で
大
き
な
構
造
変
化
が
生
じ

て
い
ま
す
。
ま
も
な
く
到
来
す
る
二

十
一
世
紀
に
向
け
て
、
人
と
く
ら
し

。

を
重
視
し
た
新
し
い
時
代
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
経
済
社
会

へ
と
転
換
す
べ
き
時
代
を
迎
え
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
大
洲
市
で
は
、
大
都

市
へ
の

一
極
集
中
か
ら
多
極
分
散
型
国

土
の
形
成
へ
と
い
う
大
き
な
時
代
の

流
れ
を
見
据
え
、
新
し
い
時
代
に
対
応

し
た
本
市
の
将
来
像
「
き
ら
め
き
大

洲

幻

肱

川
に
映
え
る
地
域
中
核
都

市
を
め
ざ
し
て
1

」
を
政
策
理
念
と

し
、
六
つ
の
都
市
像
の
実
現
、
具
体

化
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
生
き
が

い
や
や
す
ら
ぎ
、
夢
を
持
っ
て
躍
動

で
き
、
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
ま
ち

ぞ
つ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
こ
の
政
策
理
念
の
実
現
の
た

め
英
知
を
結
集
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
七
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、

改
め
て
肱
川
の
治
水
対
策
が
必
要
な

こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
改
め

て
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。
国
・
県

で
は
、
こ
の
市
民
の
窮
状
を
ご
賢
察

い
た
だ
き
「
直
轄
河
川
激
甚
災
害
対

策
特
別
緊
急
事
業
」
の
採
択
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、
市

内
の
肱
川

・
矢
落
川
合
流
部
分
の
未

改
修
堤
防
と
春
賀
地
区
、
米
津
地
区
な

ど
の
堤
防
の
開
口
部
な
ど
の
築
堤
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
、
下
流
域
の

長
浜
町
や
関
係
機
関
と
も
よ
く
協
力

し
て
、
ま
た
、
上
流
部
の
菅
田
地
区
、

支
流
の
久
米
川
の
改
修
も
合
わ
せ
て

要
望
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
治
水

対
策
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額

一
般
会
計
七
億
五
千
二
百
六
十
三

万
二
千
円

特
別
会
計
二
百
六
十
九
万
千
円

企
業
会
計
八
百
九
十
四
万
四
千
円

合

計

七

億

六

千

四

百

二
十
六

万
七
千
円

今
回
の
補
正
で
、

予
算
総
額
は
二

百
八
十
二
億
八
千
七
百
十
三
万
七
千

円
、
昨
年
同
期
と
比
較
す
る
と
、
約

一
五

・
三
%
減
少
し
ま
し
た
。

荷受

ム一
A

計

今
回
の
補
正
で
、
一
般
会
計
の
予

算
額
は
、
百
六
十
二
億
三
千
五
百
四

2 

十
三
万
二
千
円
と
な
り
、
昨
年
同
期

と
比
較
す
る
と
二
億
三
千
二
百
五
十

七
万
八
千
円
(
一
・
五
%
)
増
加
し

ま
し
た
。

{
総
務
費
}

V

都
集
会
所
整
備
事

業
補
助
金
と
し
て
四
百
二
十
五
万
二

千
円{民
生
費
}

V

大
成
保
育
所
建
設

事
業
に
千
七
百
十
万
九
千
円

{
農
林
水
産
業
費
}

V

フ
ラ
ワ
ー

パ

1
ク
整
備
事
業
に
三
億
八
千
三
百

二
十
九
万
八
千
円
V
広
域
営
農
団
地

農
道
整
備
事
業
負
担
金
追
加
と
し
て

三
百
十
八
万
円
V
山
村
振
興
等
農
林

漁
業
特
別
対
策
事
業
費
補
助
金
追
加

と
し
て
二
百
二
十
万
円
V
梅
雨
前
線

豪
雨
農
産
物
被
害
対
策
事
業
費
補
助

金
と
し
て
二
千
二
百
十
万
円
V
中
山

間
地
域
活
性
化
推
進
事
業
に
百
九
十

四
万
八
千
円

{
商
工
費
}

V
鵜
小
屋
改
修
事
業
補

助
金
と
し
て
六
十
三
万
円

{
土
木
費
}

V

道
路
関
係
県
工
事
負

担
金
追
加
と
し
て

一
億
六
百
三
十
七

万
五
千
円
V
踏
切
保
安
設
備
に
係
る

市
負
担

金

(
山
神
踏
切
)
と
し
て
四

百
六
十
万
円
V
新
畑
の
前
橋
改
修
工

事
に
三
千
万
円
V
市
単
独
生
活
道
路

改
良
事
業
補
助
金
追
加
と
し
て
百
三

十
万
円
V
肱
川
地
区
下
排
水
路
測
量

設
計
委
託
料
と
し
て
四
百
八
十
万
円

{
消
防
費
}

V

消
防
無
線
サ
イ
レ
ン

施
設
増
設
工
事
に
千
五
百
十
七
万
二

千
円{教
育
費
}

V

肱
北
公
民
館
田
口
分

館
建
設
に
伴
う
備
品
購
入
費
に
二
百



八
万
円
V
臥
龍
山
荘
周
辺
整
備
事
業

に
六
十
万
円

条

例

関

係

V
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
大
洲

市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条

例
V
大
洲
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

V
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
V
大
洲
市
税
条

例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
V
大
洲

市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

岡
本
孝
道

番
地
)

(
大
洲
市
蔵
川
甲

五
五
番
地
二
)

O
補
充
員

上
杉
潤
(
大
洲
市
中
村
三
四
六

番
地

こ

津
田
高
夫
(
大
洲
市
大
洲
一

0
0

二
番
地
の
二
)

石
川
猪
佐
夫
(
大
洲
市
田
処
甲
三

一
三
番
地
)

勝
(
大
洲
市
八
多
喜
町
甲

九
五
O
番
地
)

鎌
田そ

事

マ
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

亀
井
悦
子
委
員
が
任
期
満
了
と
な

る
の
で
、
後
任
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
議
会
の
意
見
を
求
め
た
も
の
で
す
。

住
所
大
洲
市
阿
蔵
甲
一
八
五
九
番

地
五

氏

名

白

石

美

子

生
年
月
日

昭
和
六
年
五
月
十
八
日

V
選
挙
管
理
委
員
お
よ
び
補
充
員
の

選
挙
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、
選
挙
管
理
委

員
お
よ
び
補
充
員
そ
れ
ぞ
れ
四
人
を

選
挙
し
た
も
の
で
す
。
新
し
い
選
挙

管
理
委
員
、
補
充
員
は
次
の
人
で
す
。

O
選
挙
管
理
委
員

桑
野
雅
英
(
大
洲
市
長
谷
六
八
五

番
地
)

桂
田
尚
(
大
洲
市
西
大
洲
甲
六

O
九
番
地
)

増
本
常
男
(
大
洲
市
若
宮
七
六
四

人

関

係

V
市
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

の

イ也

自然とのふれおいを大切に

ブン

大
洲
市
で
は

「
き
ら
め
き
大
洲
引
!
肱
川
に
映
え
る
地
域
中
核
都
市

を
め
ざ
し
て
l
」
を
政
策
理
念
に
掲
げ
、
八
幡
浜
・
大
洲
地
方
拠
点
都

市
地
域
の
中
心
都
市
と
し
て
「
職
・
遊
・
住
・
学
」
の
機
能
を
備
え
た

魅
力
あ
る
地
域
。
つ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

総
合
計
画
に
基
づ
き
、

市
民
が
四
季
折
々
の
自
然
に
親
し
み
、
他
地

域
か
ら
の
来
訪
者
と
の
交
流
を
行
え
る
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
を
整
備
し
ま

す
。
西
大
洲
の
広
域
農
道
沿
線
に
建
設
さ
れ
る
こ
の
公
園
は
、
平
成
九

年
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

至
北
只

至西大洲

⑤ 

フォレストエリア

車

② 

イベントエリア

③ 

フラワーエリア

⑦駐

フ
ラ
ワ
ー
パ
l
ク
施
設
配
置
図

フ
ラ
ワ
ー
パ
l
ク
は
、
約
五
・
六

りル

の
広
大
な
敷
地
を
五
つ
の
エ
リ

ア
に
分
け
、
自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
フ

ァ
ー
ム
エ

リ
ア
に
接
し
て
自
然
体
験
学
習
館
⑥

を
設
け
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
に
よ
り
栽
培

技
術
な
ど
を
紹
介
す
る
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
を
設
置
し
ま
す
。
そ
の
他
の
エ
リ

ア
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
フ
ァ
ー
ム
エ
リ
ア
(
農
業
体
験
広

場
)
エ
リ
ア
内
に
約
九
十
区
画
の
貸
し

出
し
専
用
の
菜
園
(
一
区
画
約
十
平

方
日
)
を
設
け
、
農
業
を
体
験
し
た

い
人
に
提
供
す
る
と
と
も
に
種
ま
き

式
や
収
穫
祭
な
ど
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

②
イ
ベ
ン
ト
エ
リ
ア

小
規
模
の
野
外
イ
ベ
ン
ト
が
で
き

る
舞
台
を
設
置
す
る
ほ
か
、
広
場
は

ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
や
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
な

ど
に
も
使
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
遊
具
も
配
置
し

ま
す
。

③
フ
ラ
ワ
ー
エ
リ
ア
(
花
公
園
)

一・

こ
り
ル

の
花
壇
を
五
つ

の
区

画
に
分
け
、
四
季
折
々
の
花
畑
が
誕

生
し
ま
す
。
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
な
ど
の
会
場
と
な
り
ま
す
。

④
ビ
l
ト
ル
エ
リ
ア
(
昆
虫
観
察
所
)

自
生
の
ク
ヌ
ギ
林
を
利
用
し
て
、

カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
の
日
比

虫
の
観
察
が
で
き
ま
す
。

⑤
フ
ォ
レ
ス
ト
エ
リ
ア
(
森
林
浴
場
)

夏
は
涼
を
求
め
、
秋
は
葉
の
色
づ

き
を
楽
し
め
る
エ
リ
ア
で
す
。
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は且三日申税の

お早めに正しく

所
得
税
の
確
定
申
告

平
成
七
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
の
受
付
が
二
月
十
六
日
か
ら
税
務

署
で
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
三

月
十
五
日
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な

る
と
税
務
署
は
混
雑
し
、
落
ち
着
い

て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
時
間

お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
め
に

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

一
所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
}

V
商
売
を
し
て
い
る
人
、
土
地
や
建

物
を
売
っ
た
人
、
不
動
産
収
入
の
あ

る
人
な
ど
で
、
平
成
七
年
中
の
所
得

の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者

控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除

の
合
計
額
を
超
え
る
人
。

V
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
年
収
が

二
千
万
円
を
超
え
る
人
、
二
ケ
所
以

上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
人
、

給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超

え
る
人
。

ま
た
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の

な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
雑
損
控
除

や
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
等
特
別

控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
時
は
、
確

定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

{
申
告
に
必
要
な
も
の
}

①
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
る
人
は

必
ず
そ
の
「
申
告
書
L

②
印
鑑

③
所
得
金
額
の
計
算
が
で
き
る
帳
簿

記
録
な
ど

④
給
与
な
ど
の
あ
る
人
は

「
源
泉
徴

収
票
」

⑤
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
「
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
、
保
険

な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
明

細
書
」

⑥
社
会
保
険
料
控
除
の
あ
る
人
は
、

「
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
な

ど
の
支
払
明
細
書
」

⑦
生
命
保
険
料
控
除
、
損
害
保
険
料

控
除
の
あ
る
人
は

「支
払
保
険
料

の
証
明
書
」

⑧
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け
る

人
は
「
住
民
票
の
写
し
」
「
家
屋
の

登
記
簿
謄
本
の
写
し
」
「
売
買
契
約

書
」
「
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入

金
の
年
末
残
高
証
明
書
L

な
ど

⑨
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
、
「被
害

を
受
け
た
住
宅
・
家
財
の
明
細
書
」

女
平
成
七
年
分
所
得
税
に
つ
い
て
特

別
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

平
成
七
年
分
所
得
税
の
納
税
者
に

対
し
て
、
原
則
と
し
て
そ
の
人
の
平

成
七
年
分
の
所
得
税
額
の
十
五
パ
ー

セ
ン
ト
相
当
額
(
五
万
円
を
限
度
)

が
納
付
す
べ
き
所
得
税
額
か
ら
還
付

(
控
除
)
さ
れ
ま
す
。

女
平
成
七
年
分
か
ら
所
得
控
除
額
な

ど
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

所得控除額改定表

項 目 改定前 改定後

基礎控除額 35万円 38万円

配偶者控除額 35万円 38万円

扶養控除額 35万円 38万円

商己 イ関 者 最高
3最8万局円特別控除額 35万円

配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の
対
象

と
な
る
人
の
合
計
所
得
金
額
要
件
が

三
十
八
万
円
以
下
(
こ
れ
ま
で
は
三

十
五
万
円
以
下
)
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

-R水害
な
ど
に
よ
り
住
宅
や
家
財
に

損
害
を
受
け
た
場
合
や
水
害
な
ど
に

関
連
し
て
や
む
を
得
な
い
支
出
を
し

た
場
合
に
は
、
所
得
金
額
か
ら
控
除

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
署
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
宮
⑫
3
1
1
5

市
県
民
税
の
申
告

二
月
十
六
日
か
ら
市
役
所
で
市
県

民
税
の
申
告
書
の
受
付
が
始
ま
り
ま

す
。
市
県
民
税
の
申
告
は
平
成
八
年

一
月

一
日
現
在
大
洲
市
に
住
所
の
あ

る
人
で
、
申
告
義
務
の
あ
る
人
が
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
必
ず
三
月
十
五

日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

{
申
告
義
務
の
あ
る
人
}

平
成
七
年
中
に
、
給
与
以
外
に
営

業
・
農
業
・
不
動
産
・
配
当
な
ど
の

所
得
が
あ
っ
た
人

4 

{
申
告
の
必
要
が
な
い
人
}

①
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
で
ほ
か
に

所
得
が
な
く
、
事
業
所
か
ら
給
与

支
払
報
告
書
が
市
役
所
に
提
出
さ

れ
て
い
る
人

②
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

へ
提
出
す
る
人

【
申
告
に
必
要
な
も
の
}

所
得
税
の
確
定
申
告
に
必
要
な
も

の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

{
申
告
相
談
}

市
で
は
、
左
記
の
日
程
で
市
県
民

税
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
市
役

所
税
務
課
と
各
連
絡
所
を
会
場
に
実

施
し
ま
す
の
で
、
申
告
に
つ
い
て
わ

か
ら
な
い
こ
と
や
、
ご
相
談
の
あ
る

人
は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
2
1
1
1
(内
線
1
2
8
1
1
3
0
)

地 区 期 閤 受柑時間 場所

大 ;JIIII 2月 16 日 ~23 日 9時~16時30分 市役所

菅 田 2月26日(月) 〆〆 連絡所

柳 沢 2月27日ω チ 連絡所

善 2月28日(水) チ 連絡所

八多喜 2月29日(木) チ 連絡所

上須戒 3月1日(鉛 づ会 連絡所

新 谷 3月4日(月) チ 連絡所

大I(大J11) 3月5日開 手 連絡所

川I(蔵J11) 3月5日ω 'l 基セ幹ン集タ落ー

平 野 3月6日(水) チ 連絡所

南久米 3月7日(木) 。 連絡所

申告相談日程表平成8年度市県民税

責市役所税務課では、 3 月 8 日 ~15 日まで申告相談を行

っております。お気軽にご利用ください。

平日は午前9時~午後4時30分
〔土曜-日曜-祝日は閉庁します〕



国
民
年
金
保
険
料
や
国
民
年
金

基
金
掛
金

は
所
得
の
金
額

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

毎
年
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五

日
は
所
得
税
の
確
定
申
告
時
期
で
す
。

み
な
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
国
民
年
金

保
険
料
や
国
民
年
金
基
金
掛
金
は
、

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
所
得
の
金

額
か
ら
全
額
控
除
さ
れ
ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

七
年
一
月
か
ら
十
二
月
の
聞
に
納
め

ら
れ
た
保
険
料
な
ど
で
、
ご
自
身
の

保
険
料
は
も
と
よ
り
、
生
計
を
一
に

す
る
配
偶
者
そ
の
他
の
親
族
(
別
居

中
の
大
学
生
も
含
む
)
が
負
担
す
べ

き
保
険
料
を
納
め
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
の
保
険
料
も
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
給
与
所
得
者
の
場
合
は
、
年
末
調

整
時
の
保
険
料
控
除
申
告
書
に
記
入

建設工事の競争入札

参加希望者の受け付け

す
る
こ
と
に
よ
り
手
続
き
は
完
了
し

ま
す
が
、
年
末
調
整
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
方
や
申
告
書
に
記
入
漏
れ
が

あ
っ
た
方
は
、
住
所
地
の
税
務
署
に

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ

り
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
六
年
以
前
の
納
め
忘

れ
の
保
険
料
や
過
去
の
免
除
期
間
の

保
険
料
を
平
成
七
年
中
に
納
め
た
場

合
は
、
そ
の
保
険
料
も
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係

ま
で
。

宮
⑫
2
1
1
1

(
内
線
I
l
l
・
1
1
2
)

平成8年度に、大洲市が発注する

建設工事の入札参加資格を新規に得

たい人は、次の要領で申請書を提出

してください。

なお、申請書の提出にあたっては、

建設業法第27条のおから同条の32の

規定に基づく経営に関する事項の審

査が終わっていることが必要です。

公共下水道工事を希望する人は、

資格またはそれに相当する経歴書を

i添付ーしてください。

ただし、平成 7年度に提出済の人

は、経営事項審査結果通知書(写)

のみ提出してください。

期鞠事:l~~~~if::)ii~rI~~!;;Y::
3月示照的1日

~'l主.~~写fr-の裁がl J !t?"r ，
dの伊 豆::t-，")者

宅1'"

〈平成ワ年中の国民年金保険料額〉

月
，刃4三~ l月-3月 11，100円

額 4月-12月 11，700円

額
付加保険料 400円

年 r刃ム三~ 額 138，600円

額 定額十付加 143，400円

[受付期間】

平成8年 3月 1日-31日

【受付場所】

大洲市総務部監理課

※詳しくは監理課へ

宮⑫2111(内線38 1 ) 

市
民
突
通
傷
害
保
険
の

受
け
付
け
は
三
月

日
か
ら

平
成
八
年
度
の
市
民
交
通
傷
害
保

険
の
受
け
付
け
が
、

三
月

一
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

各
世
帯
に
申
込
書
(
住
所
・
氏
名
を

記
入
済
み
の
も
の
)
を
配
布
し
ま
す
。

万
一
の
事
故
に
備
え
て
、
家
族
み
ん

な
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

{
加
入
資
格
}

当
市
に
住
ん
で
い
る
人
お
よ
び
当
市

内
へ
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
。
た

だ
し
、
加
入
は
一
人
二
口
ま
で
に
限

り
ま
す
。

{
保
険
料
}

一
口
四
百
八
十
円
(
中
途
申
し
込

み
は
、
月
額
四
十
円
)

ニ
口
九
百
六
十
円

(
中
途
申
し
込

み
は
、
月
額
八
十
円
)

【
期
間
}

平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
一
年
間

{
支
払
わ
れ
る
保
険
金
】

日
本
国
内
に
お
い
て
自
動
車
、
オ
ー

ト
バ
イ
、
自
転
車
、
列
車
な
ど
に
乗

っ
て
、
衝
突
、
つ
い
落
、
て
ん
覆
し

た
り
し
た
事
故
や
歩
い
て
い
て
こ
れ

ら
の
車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か

れ
た
り
し
た
事
故
に
対
し
て
支
払
わ

れ
ま
す
。

金
額
は
治
療
期
間
に
よ
り
違
い
ま
す

が
、
一
口
に
付
き
、
五
千
円
(
治
療

期
聞
が

一
週
間
未
満
)
か
ら
百
万
円

ま
で
で
す
。

【
万
が
一
、
事
故
に
あ
っ
た
時
は
}

自
損
事
故
に
よ
る
け
が
で
も
、
軽
い

け
が
で
も
必
ず
警
察
へ
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い

。
届
け
出
を
怠
る

と
、
保
険
金
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
/

保
険
金
の
請
求
を
。

市
民
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
て
、
交
通
事
故
で
負
傷
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
金
請
求
を

忘
れ
て
い
た
人
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
総
務
財
政
課
交
通
安

全
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
2
1
1
1
(
3
2
4
)

県

P
T
A連
合
会
か
ら

水
害
の
被
害
を
受
け
た

子
ど
も
た
ち
に
見
舞
金

愛
媛
県
P
T
A
連
合
会
が
、

昨
年

七
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨
災
害
で
被
害

を
受
け
た
市
内
の
小
中
学
生
の
い
る

世
帯
へ
、
災
害
見
舞
金
を
わ
た
す
こ

と
に
な
り
、
十
二
月
二
十
七
日
に
そ

の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
見
舞
金
は
、
昨
年
八
月
か
ら

十

一
月
に
か
け
て
、
県
内
の

P
T
A

が
中
心
と
な
り
集
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
総
額
四
百
十
七
万
七
十
二
円
に

の
ぼ
る
見
舞
金
は
、
市
P
T
A
連
合

会
長
松
井
哲
俊
さ
ん
か
ら
各
校
の

P

T

A
代
表
者
に
手
渡
さ
れ
、
被
害

を
受
け
た

P
T
A
会
員
世
帯
に
配
分

さ
れ
ま
し
た
。
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状嘱委Fミ委
ニ1:%.

呈呈
l目
ノし生民

十
二
月
七
日
(
木
)
、
市
役
所
大
ホ

ー
ル

で
民
生
児
童
委
員
の
委
嘱
状
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た。

ま
た
¥
退

任
し
た
委
員
に
は
¥
感
謝
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
委
嘱
を
受
け
た
委
員
は
前

回
の
委
嘱
よ
り
二
人
多
い
八
十

一
人
。

任
期
は
三
一
年
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
地
域
で
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
、

市
民
生
活
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま

す
。な
お
、
今
回
の
委
嘱
に
伴
い
、
大

洲
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
新
役

員
は
、
次
の
と
お
り
改
選
さ
れ
ま
し

た
。
会

長

梶

谷

繁

一
(
久
米
)

副

会

長

矢

野

末

光

(

菅

田

)

副
会
長
兼

栗
田
初
子
(
大
川
)

女
性
部
長

こ
の
日
は
、
今
回
退
任
し
た
二
十

三
人
の
委
員
に
、

H

大
洲
市
長
感
謝

状
H

並
び
に
H

愛
媛
県
社
会
福
祉
協

議
会
会
長

・
愛
媛
県
民
生
児
童
委
員

協
議
会
会
長
感
謝
状
H

が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
在
任
期

聞
が
六
年
以
上
の
人
に
は
、
厚
生
大

臣
感
謝
状
が
あ
わ
せ
て
贈
ら
れ
ま
し

た
。今
回
委
嘱
さ
れ
た
委
員
は
、
次
の

。へ
1
ジ
の
一
覧
表
の
と
お
り
。
退
任

者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。(
敬
称
略
)

平
井
繁
義
、
玉
井
佐
智
(
肱
南
)
、
漬
田

茂
子
、
矢
野
利
秋
、白
石
清
子
(
久
米
)

森
本
毅
(
喜
多
)
、
中
野
勲
(
平
)
、
梅
林

展
子
(
南
久
米
)
、
有
友
武
司
、
平
野
律

子
、
野
戸
千
才
(
菅
田
)
、
石
河
直
子
、

齢
家
道
子
、
西
山
義
長
、
河
内
逐
一

(大
川
)
、
上
浅
光
枝
(
柳
沢
)
、
伊
賀

上
芳
子
、
松
若
キ
ヨ
子
(
新
谷
)
、
正

月
豊
子

会
一善
)
、
大
西
松
栄
、
鶴
岡

通
利
、
佐
野
昭
子
(
八
多
喜
)
、
田
丸

章
(
上
須
戒
)
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初
冬
の
大
洲
路
巴
熱

い

走

り

大

洲

市

駅

伝

大

会

中学校男子の部

大;11111北中学校AI

1時間54分01秒

大別l聞を中学校
2 
1時間54分43秒

肱東中学校A

1時間56分17秒

中学校女子の部

大)~II II北中学校A

1時間27分52秒

大洲南中学校A
2 
1時間29分42秒

肱東中学校
3 
1時間31分34秒

十
二
月
二
日
出
、
第
三
十
五
回
大

洲
市
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、

三
つ
の
部
門
に
三
十

一
チ
l
ム
が
参
加
し
健
脚
を
競
い
ま

し
た
。
コ
ー
ス
は
二
種
類
で
、
中
学
校
男

子
は
十
区
間
、

三
十
二
・五
キロ
を、

ま
た
中
学
校
女
子
は
九
区
問
、

一
般

男
子
は
八
区
間
、

二
十
三
・

八
キロ
で

す
。
今
年
か
ら
コ

l
ス
が

一
部
変
更

さ
れ
、
従
来
よ
り

0
・
四
キロ
短
か
く

な
り
ま
し
た
。

各
部
門
三
位
以
上
の
成
績
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

一般男子の部

徳森

1時間17分30秒

=善公民館
2 
1時間20分37秒

平野体協A
3 
1時間20分38秒



表

住 所 氏 名 電 話 住 所 氏 名 電 話 住 所 氏 名 電 話

大 ガ十| 松本益雄 24-2406 市 木 水本久美子 25-5305 
柳
材H 沢 山崎美和子 25-5241 

// 中川 義博 24-2881 。 中野 茂繕 25-3010 // 松岡久美雄 25-4082 
肱

// 井上 恵子 24-4463 東大洲 大塚 年男 25-5829 藤 車電 森本 幸衛 25-0877 

村上 守 24-2635 平 f恵 木升本三 堀内 栗子 25-3623 
I尺
田 処 森岡 1孟 25-5007 'l 

イシ 西尾 英樹 24-2656 dン 中海シマコ 25-4783 新 %口正、i 野寄志げ子 25-0681 

南
柚 木 津田 和美 24-2075 イシ 壷越 芳明 25-5610 新谷町 池田庄三朗 25-0272 

ξ， 白石 成子 24-6246 平 地 東 文道 24-6630 新 新 '小ロー イ乍田 教郎 25-3502 

西大洲 岩野安行 24-5220 平 。 菊池安儀 24-2278 ぞシ 森中 策 25-0429 

西大洲 西尾 和子 24-4166 。 谷口ウメコ 24-6810 新谷町 堀川 治 25-0607 

久 // 梶谷 繁一 24-2619 野 回 梶原 隆 24-3871 '小口一 新 'ノロi、マ 坂田 英子 25-4466 

阿 蔵 菊地 厚生 24-4623 野 ペシ 山田 清 23-3659 喜多山 河野 宏道 25-3562 

米 。 池田 書雄 24-2012 タ' 武内 珠子 24-5943 功Jl!i之、 木 安川喜太郎 25-3596 

高 山 上田 重幸 24-5328 
南
松尾 出合 敏 24-6737 春 賀 村上 弘子 26-1050 

中 キナ 丹羽ノブヱ 24-6379 // 幸野 盈芳 24-7665 ~ 田 矢野 恒雄 26-1540 
肱 安養寺重麿 23-3318 

久
干甫 積 菊地 久 24-7171 

善
東宇山 上岡書美賀 26-0621 イン

友松 豊子 24-6404 
米
長 'ノロi、ー 漬由美知子 24-7441 八多喜 泉 美佐子 26-1527 そシ

ク 一宮 貞子 24-4641 メ同主 田 藤方 進 25-5189 J¥. 。 和田登代子 26-0505 
1七 // 上野和文 24-5075 // 高田 英典 25-3827 g， 〆 イシ 後藤 松雄 26-1855 

常磐町 東原 弘泰 24-3285 菅 // 矢野喜代子 25-5968 喜 米 i幸 都築 賢 26-0689 

若 宮 j賓田 耕造 23-2661 // 矢野末光 25-4769 手 成 山中 愛子 26-0483 
dン 大野 洋子 24-2824 4ン 安藤 光郎 25-3255 上 上須戒 岩本頴治 26-1280 

喜 // -之-ー エツ子 24-5380 田 寸'一ー血ー一『・ 津: 西岡 秀幸 27-0297 須 // 久保ヤヲエ 26-1301 
// 藤川 卓見 24-6666 イン 冨永 君子 27-0328 戒 // 白石 栄勇 26-1004 

東大洲 上野 絹子 23-5451 大 竹 中野 善高 24-5856 

五 良R 石村 英子 23-4772 森 山 武田 書子 27-0129 

東宇山 白石 正行 24-4214 大 イジ 石河 美明 27-0024 

多 田 口 新 武賓 24-5409 成 ム目~ 栗田 初子 27-0501 

'l ー呂 主フ才主て主 24-7655 ) 11 蔵 ) 11 大下 温子 27-0613 
イシ 松田 吉勝 24-2653 // 山首 民悪 27-0973 

Eと
見貝委童大洲市民生児

@おi;t@(!)争窃F♂勾@ゐi;t@(!)争答品d‘
寒風にまけずに元気に走ろう.ノ

市民健康マラソン大会
参加者募集

市
民
の
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増

進
を
図
り
、
明
る
く
豊
か
な
市
民
生

活
の
実
現
の
た
め
、
第
十
三
回
大
洲

市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

{
日
時
}
平
成
八
年
二
月
十
一
日
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

※
荒
天
時
は
、
十
二
日
間
に
順
延

{
受
付
時
間
}
(
大
会
当
日
)

午
前
八
時
四
十
分

1
九
時
二
十
分

{
集
合
場
所
}
大
洲
市
民
会
館

{
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
}

V
大
洲
市
体
育
協
会
事
務
局
(
総
合

体
育
館
内
)
宮
⑫
6
2
5
5

V
大
洲
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
体

育
課
宮
⑫
2
1
1
1
(
内
線
5
5

3
)
 

{
そ
の
他
}

完
走
者
全
員
に
完
走
証
を
さ
し
あ

げ
ま
す

距離 ク フ ス

女高校生男子の部

6 krn 女一般男子の部

貴一般男子40歳以上の部

女小学校4年男子の部次小学校4年女子の部

女小学校5年男子の部;女小学校5年女子の部

女小学校6年男子の部検小学校6年女子の部

3 krn 女中学生男子の部 決中学生女子の部

*一般男子の部 決高校生女子の部

女一般男子40歳以上の吹一般女子の部

部

女60歳以上の部

2 krn 女ファミリーコース(老若男女は問いません

小学校3年生以下は保護者同伴と します)

参加者はトレーニングをして、身体に異常の

無いことを確認して出場してください。大会

中は警察官・大会係員の指示に従ってくださ

し、。

7 



シ
リ
ー
ズ

終
戦
か
ら
印
年

〈

8
〉

事
氏
が
4フ

昭
和
十
六
年
、
太
平
洋
戦
争
が
始

ま

っ
た
年
に
国
民
学
校
(
現
在
の
小

学
校
)
へ
入
学
し
た
。
校
庭
の
東
の

方
角
に
「
奉
安
殿
」
と
い
う
建
物
が

あ
り
、
授
業
は

「宮
城
遥
拝
最
敬
礼

/
」
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
た
。

校
長
訓
辞
の
途
中
で
「
か
し
こ
く

も
」
と
い
う
言
葉
が
出
る
と
、
間
髪

を
入
れ
ず
直
立
不
動
の
姿
勢
を
と

っ

た
。
そ
の
次
に
「
天
皇
陛
下
|
|
」

と
続
く
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
姿
勢
を
正
す
タ
イ
ミ
ン
グ
が

遅
れ
る
と
鉄
拳
が
飛
ん
で
来
た
。
教

師
の
体
罰
は
毎
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

教
師
は
「
米
・
英
」
の
上
に
「
鬼

畜
」
の
二
文
字
を
冠
し
て
呼
び
、
「
日

本
は
神
国
で
あ
る
か
ら
絶
対
勝
つ
」

と
言
っ

た
。

ま
た
日
本
の
歴
史
に
つ
い
て
「
昔

イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
が

天
上
か
ら
ア
マ
ノ
サ
カ
ホ
コ
で
下
界

を
か
き
ま
わ
し
、
ホ
コ
の
先
か
ら
ボ

ト
ボ
ト
と
落
ち
て
日
本
が
で
き
た
」

と
ま
じ
め
な
顔
を
し
て
教
え
た
。

戦
争
が
激
し
く
な
る
と
毎
日
の
よ

う
に
空
襲
が
あ
り
、

集
団
下
校
し
て

午
後
の
授
業
は
な
か

っ
た
。
勉
強
の

、つる
体
段
、
記

か
わ
り
に
桑
や
柳
の
皮
剥
ぎ
の
勤
労

奉
仕
を
さ
せ
ら
れ
、
富
士
山
の
頂
上

附
近
(
現
在
の
駐
車
場
の
辺
)
に
芋

を
植
え
に
行

っ
た
こ
と
も
あ
る
。

大
阪
か
ら
疎
開
児
童
の
一
団
が
来

て
、
寺
に
起
居
し
な
が
ら
登
校
し
て

い
た
。
親
を
呼
ん
で
泣
き
じ
ゃ
く
る

姿
が
あ
わ
れ
で
あ

っ
た
。

大
洲
の
上
空
で
空
中
戦
が
あ
っ
た

の
を
目
撃
し
た
。
や
が
て
一
機
が
火

を
吹
い
て
墜
落
し
た
。
春
賀
の
畑
の

中
に
落
ち
た
の
は
日
本
の
戦
闘
機
で
、

若
い

二
人
の
兵
が
死
ん
だ
と
聞
か
さ

れ
た
。
終
戦
の
「
玉
音
放
送
」
は
五
年
生

の
身
で
は
理
解
で
き
な
か

っ
た
が
、

こ
れ
で
空
襲
が
な
く
な
る
と
い
う
安

堵
の
気
持
ち
が
強
か
っ
た
。

復
員
兵
が
線
路
の
上
を
歩
い
て
郷

里
へ
帰
っ
て
い
た
。
折
し
も
洪
水
が

あ
り
、
冠
水
し
た
線
路
を
無
理
に
渡

ろ
う
と
し
た
人
が
濁
流
に
の
ま
れ
た
。

故
郷
を
目
の
前
に
し
て
の
死
は
、
さ

ぞ
無
念
で
あ

っ
た
ろ
う
。

進
駐
軍
が
大
洲
へ
も
来
る
こ
と
に

な
り
、
校
長
は
連
日
児
童
に
訓
辞
し

て

「顔
を
見
る
な
。
女
子
は
家
の
中

に
隠
れ
ろ
」
と
教
え
た
。
や
が
て
見

な
れ
ぬ
ジ

l
プ
が
や
っ
て
来
た
。
そ

っ
と
見
る
と
、
米
兵
は
「
鬼
」
で
も

「
畜
生
」
で
も
な
く
「
人
間
」
で
あ

っ
た
。
あ
る
日
「
奉
安
殿
」
が
音
を
た
て

大

洲

市

新

谷

村
上
恒
夫
さ
ん

て
崩
れ
た
。
教
科
書
か
ら
「
イ
ザ
ナ

ギ
」
が
消
え
た
の
で
、
「
あ
れ
は
ウ

ソ
だ

っ
た
ん
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、

教
師
は
「
ワ
シ
も
ウ
ソ
だ
と
は
思
う

と
っ
た
ん
じ
ゃ
が
」
と
答
え
た
。

昼
食
時
間
に
な
る
と
姿
が
見
え
な

く
な
る
児
童
が
い
た
。
弁
当
を
持

っ

て
来
れ
な
い
児
童
で
あ

っ
た
。

教
育
改
革
に
よ
り
新
制
中
学
の

一

年
生
と
し
て
入
学
し
た
。
製
糸
工
場

あ
と
の
校
舎
は
雪
が
舞
い
込
み
、
雨

が
降
れ
ば
傘
を
き
し
て
勉
強
し
た
が
J

す
ば
ら
し
い
教
師
に
会
え
て
う
れ
し

か
っ
た
。
自
由
・
平
等

・
平
和
を
実

感
し
、
生
き
返

っ
た
思
い
が
し
た
。

苦
し
か

っ
た
。
辛
か

っ
た
。
ひ
も

じ
か

っ
た
。
し
か
し
多
く
の
体
験
を

し
た
。
今
は
ど
ん
な
苦
難
に
遭
遇
し

て
も
踏
み
越
え
て
ゆ
く
自
信
が
あ
る
。

最
近
、
図
ら
ず
も
歴
史
を
研
究
す

る
道
を
選
ん
で
し
ま

っ
た
。
過
去
の

誤
っ
た
歴
史
教
育
が
も
た
ら
し
た
悲

劇
を
思
い
、
正
し
い
歴
史
を
伝
え
た

い
と
思
う
。

こ
の
記
録
を
、
戦
後
生
ま
れ
の
人

は
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
る
で
あ
ろ
う

か
。
食
べ
盛
り
の
頃
の
ひ
も
じ
さ
は

と
う
て
い
理
解
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
い
い
が
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
絶
対
に
戦
争
を
起
こ
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
ほ

し
、。
ト

v

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
の
世
に
熱
と
光
を
川

身
近
な
く
ら
し
の
中
に(そ
の
二
)

差

別

と

は

&

が

の

け

ん

ど

う

わ

も

ん

ど

い

か

い

げ

つ

長
野
県
で
、
同
和
問
題
の
解
決
に

む

に

ち

ゃ

ど
り
&
〈

i
i

&
か
や
ま
え
い
い
ち

向
け
日
夜
努
力
し
て
い
る
中
山
英

一

ち

よ

し

よ

じ

ん

げ

ん

ほ

さ
ん
は
、
そ
の
著
書
「
人
間
の
誇
り
う

必
か

さ

ペ
つ

る
と
き
L

の
中
で
、

差
別
と
は
ど
う

い
吋
こ
化
な
の
か
、
わ
か
拘
ノ
や
す
い

言
葉
で
述
べ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
差
別
の
行

為
は
次
の
三
つ
で
あ
る
と
し
て
い
ま

す
。

ひ
ル
-

t

そ
の

一つ
は
「
人
を
軽
べ

つ
す
る信か

こ
と
」
で
す
。
二
つ
め
は
「
人
を
仲

間
は
ず
し
に
す
る
こ
と
」
で
す
。
三

つ
め
は
「
人
を
い
じ
め
る
こ
と
」
で

-
。

か

ん

た

ん

か

た

と
て
も
簡
単
な
い
い
方
で
す
が
、

ふ
か

a
も

み

ニ

そ
れ
ぞ
れ
に
は
深
い
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

人
を
軽
べ
つ
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ

人

げ

ん

き

ず

「
人
間
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
」
と
い

ハν》
』

n

う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
一
人

一
人

の
人
聞
が
生
ぼ
れ
な
が
ら
に
持

っ
て

い
る
尊
厳
を
軽
く
み
る
行
為
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
人
を
仲
間
は
ず
し
に
す
る

U

と
う

之
し
い
う
こ
と
は
、
「
人
間
の
平
等
を

L
A
a
t
 

侵
害
す
けごい
花
レ
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
、
唯
一法
生
活
を
営
む
上
で
、

民

れ
も
が
保
障
さ
れ
て
い
る
平
等
を
侵

す
行
為
で
す
。

No.208 
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人
権
と
同
和
教
育

さ
ら
に
、
人
を
い
じ
め
る
と
い
う

こ
と
は
、
「
人
間
の
自
由
を
奪
う
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
人
は
み
な
、
だ

れ
か
ら
も
拘
束
さ
れ
た

4
茂
配
持
机

た
り
す
る
ミ
と
な
く
、
自
分
の
責
任

に
お
い
て
生
き
て
い
け
ま
す
が
、
い

じ
め
は
そ
れ
を
奪
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

「差
別
」
と
は
ど
ん
な
も
の
か
を

かんが考
え
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

わ

往

し

み

ま

わ

は
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
も
よ
く

み見
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

「
い
ま
ど
き
差
別
な
ん
か
な
い
」

と
言
い
切
執
る
人
は

一
人
も
い
な
い

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

人
を
軽
べ
つ
し
た
人
は
、

一
時
間

わ
す

も
た
て
ば
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

人
か
ら
軽
べ

つ
さ
れ
た
人
は

一
生
忘

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

人
を
仲
間
は
ず
し
に
し
た
人
は
、

一

日
も
た
て
ば
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

仲
間
は
ず
し
に
さ
れ
た
人
は

一
生
涯

忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
さ

ら
に
、
人
を
い
じ
め
た
人
は
、

一
晩

ね

お
寝
て
起
き
る
と
忘
れ
て
い
ま
す
が
、

人
か
ら
い
じ
め
ら
れ
た
人
は
、
深
く

-Z
一

ろ

ぜ

っ

ぽ

う

す

え

み

ず

か

心
が
傷
つ
け
ら
れ
、
絶
望
の
末
、
自

レ
のち

た

ら
命
を
絶
つ
こ
と
さ
え
起
き
て
い
る

の
で
す
。

差
別
す
る
人
と

差
別
さ
れ
た
人
と

で
は
、
こ
ん
な
に

も
違
う
の
で
す
。
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12月6自体) 砂

今年ち柳沢12巨大沼

門松ti"登場じましだ。

今回で3回目と怠3
門松づくり1eJ:、木林

森 (ひふみ)夢ワラ

フ怠どの会員l己よ'-/

手際よ〈行われまレ

だ。

12月1日(金)子どちの人権き守3う惨
と、人権週聞き前12街頭啓発げ行われ

まじだ。市内の企業を訪問レだ後、ス

ーパーちどで買い物客12チララン怒どを i

手渡レ、人権の大切さちどを訴え，まし

た。‘12月3日(日)青年演劇で日本一!こち
怠つだ新谷青年団OBたちを中心l己つ
〈られた劇団「弐束参文(1ごそくさん

eん)Jの旗揚げ公演げ行われぎじだ。
この劇団1eJ:年間一回の公演活動さじで

いぐ予定です。

12月18日(月) 四国横断自動車道宇和砂
一大洲間(16.4キロ)で初めでの中心杭
打ち式tf、宇和町明石で行われまレ足。
これにより、大洲以南の高速道路の具

体的ち作業ti"本格化す3己とl己怒りま
す。‘12月22日(金)冬至のこの目、大洲城
跡の櫓(やぐら)怠どのすす払いがあり

まじだ。これ1eJ:大洲史談会員ti"毎年実

施してい3ちので、約3時間の作業で
重要文化財!こ指定されてい3櫓の壁1eJ:

真白i己怠ι/まレだ。

樹12イ/レミネーさンヨ

シti"輝きまレだ。ま

だ、柳沢でち桜の木

!こ巨大怠つリスマス

~ 12月 5 日 (火)

!男女共同参画型社会

づくし/tミ十一ti"閣

催されましだ。一人

ひとりの個性き尊重

し魅力あ3住みよい

社会の実現のだめ、

松山市の劇団関係者

井上佳子さんの講演



ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

菅

田

町

士

口岡

茂
雄

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平
野
町

坪
田
守
一

金

一
封
(
寄
付
金
を
上
須
戒
地
区
社

協

へ

)

上

須

戒

上

川

好
邦

金

一
封
(
肱
東
中
人
権
ま
つ
り
パ
ザ

1
収
益
金
を
菅
団
地
区
社
協
へ
)

肱
東
中
学
校
P
T
A

金
一

封

(謝
礼
金
を
菅
団
地
区
社
協

へ
)
菅
田
町

大
竹
獅
子
保
存
会

金
一
封
(
寄
付
金
を
市
内
福
祉
施
設

七

ケ

所

へ

)

若

宮

土

口

岡

友

陸

金

一
封
(
お
見
舞
返
し
を
平
地
区
社

協
・

市
社
協
へ
)
徳
森
台
越
芳
明

(
物
口
聞
の
口
座
)

十
二
月
十
八
日
分
ま
で

(
敬
称
略
)

金

一
封

徳

森

尾

崎

春

士

口

金
一
封
(
寄
付
金

)

若

宮

愛

媛

南
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
社
長

衣

笠

昭

年

金
一
封
(
寄
付
金
)

中

村

中

野

正

光

金
一
封
(
寄
付
金
)

平
野
町

板

倉

恵

(
指
定
配
分
金
)

金

一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
へ
)

上

須

戒

大

中

忠

子

金

一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ

)

図
書
二
百
四
十
冊
(
大
洲
児
童
館
へ
)

新

谷

町

横

畑

祥
敬

年
末
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
百
十
八
点
(
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ

l
派
遣
世
帯
へ
)
フ
ジ
チ

ェ
ー
ン
労
働
組
合
フ
ジ
グ
ラ
ン
大
洲
庖

電
話
ベ
ル
検
知
回
転
灯
六
器
(
難
聴

者
世
帯
へ
)
松
下
電
器
産
業
労
働
組

合
四
国
連
合
大
洲
支
部
支
部
執
行
委

員

宮

本

英

明

ち
ら
し
ず
し
三
十
九
食
(
菅
団
地
区

七
十
才
以
上
の
独
居
老
人
へ
)
松
下

電
器
産
業
労
働
組
合
四
国
連
合
大
洲

支
部
支
部
執
行
委
員

二
宮

真

弓

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

図書館

二
月
新
刊
案
内

え
ひ
め
の
木
の
名
の
由
来

愛
媛
県
林
材
業
振
興
会
議
編

ポ
ス
ト

・
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
世
界

奥
野
卓
司
・

他
著

メ
ゲ
そ
う
な
心
が
晴
れ
る
本
大
野
裕
著

心
の

危

機

を

救

え

梅

原

猛

著

宗

教

と

霊

性

鎌

田

東

二

著

春

日

大

社

大

塚

清

吾

写

真

戦

国

全

史

講

談

社

戦

後

日

年

愛

媛

新

聞

社

日
本
と
中
国
・
若
者
た
ち
の
歴
史
認
識

日
高
六
郎
編

ヤ
マ
ト
嫌

い

森

口

諮
著

日

本

の

警

察

大

野

達

三
著

日
本
の
消
防
地
方
自
治
研
究
会
他
編

情
報
世
界
地
図
阿
国
際
地
学
協
会

未
来
へ
の
決
断
P
・
E
-
ド
ラ
ッ
カ
ー
著

土
佐
発
情
報
維
新
橋
本
大
二
郎
著

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
超
企
業
破
壊
月
尾
嘉
男
著

幻
世
紀
に
輝
け
子
ど
も
た
ち

白
川
蓉
子
・

他
編

室
町
を
歩
い
た
女
た
ち

千

草
子
著

食

の

戦

後

史

中

川

博
著

ニ
ン
ニ
ク
と
健
康

S
・
フ
ル
ダ
|
著

小
林
カ
ツ
代
の
超
料
理
法小
林
カ
ツ
代
著

パ
ソ
コ

ン
を
ど
う
使
、
っ
か
諏
訪
邦
夫
著

犬
た
ち
の
隠
さ
れ
た
生
活

E
-
M
・
ト
l
マ
ス
著

雷
蔵
・
帝
国
蔵
を
語
る
市
川
雷
蔵
著

意

識

の

か

た

ち

高

岡

英

夫

著

茶

の

庭

中

村

昌

生

・
他
著

大

相

撲

の

事

典

津

田

一

矢

編

勝

負

の

世

界

木

村

義

雄

著

川
柳

大

辞

典

粕

谷

宏

紀

編

二
島

縁

起

多

島

斗

志

之

著

10 

安

土

城

幻

記

阿

万

田

高

著

し

ろ

が

ね

の

雲

秦

野

純

一

著

迷

走

航

路

今

井

泉

著

家
路
を
急
が
ぬ
人
び
と
矢
崎
葉
子
著

棟
居
刑
事
の
ラ
ブ
ア
フ
ェ
ア森
村
誠
一
著

旗
本
絵
師
藤
村
新
三
郎

小

笠
原
京
著

淀

君

早

乙

女

貢

著

帰

去

来

吉

野

光

著

返

逆

遠

藤

周

作

著

水

の

ゆ

く

え

宇

神

幸

男

著

人
工
の
華

三
浦
朱
門
著

秘

万

中

津

文

彦

著

さ
む
ら
い
山
脈

山
手
樹

一
郎
著

乗

り

遅

れ

た

女

夏

樹

静

子

著

石

燈

箆

杉

本

利

男

著

な
ん
で
こ
う
な
る
の
佐
藤
愛
子
著

心
に
残
る
と
っ
て
お
き
の
話
第
4
集

潮
文
社
編
集
部
編

老

い

の

道

づ

れ

沢

村

貞

子

著

狸
と
五
線
譜
た
く
き
よ
し
み
つ
著

こ
ん
な
ニ
ュ

ー
ス
に
誰
が
し
た
麻
生
圭
子
著

西
丸
式
世
界

「知
的
探
検
」西
丸
震
哉
著

激
石
全
集
十
九
巻

夏

目

金

之

助

著

心
の
お
も
む
く
ま
ま
に

S
・
タ
マ

l
ロ
著

架
空
取
引

M
-
リ
ド
パ
ス
著

遺

産
上
・
下

S
・
シ
ェ
ル
ダ
ン
著

図

書

館

二
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

親
子
読
書
講
座

「
本
に
親
し
む
」

日
時

2
月
幻
日
(水
)

(
9
一
却

1
日

一
却
)

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

講
師

三
瀬

和
子
先
生

O
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。



人
権
擁
護
委
員
に

稲
田
賓
留
さ
ん
を
再
任

十
二
月
一
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら

次
の
人
が
当
市
の
人
権
擁
護
委
員
に
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
毎
日

の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る
様
々
な
問
題

や
悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘

密
を
{
寸
り
ま
す
。
ま
た
、
相
談
は
無
料

で
、
む
ず
か
し
い
手
続
き
も
い
り
ま
せ

ん
。【
再
任
さ
れ
た
委
員
】

氏
名
稲
田
賓
向
田

住
所
大
洲
市
平
野
町
野
田
一
五

O
番

地
の
五

電

話

⑫

3
6
6
7

ご
ど
ち
予
〉
ポ
シ
ウ
仏
を
開
催

大
洲
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
子
ど
も
の
視
点
か
ら
大
洲
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
、

ご
」
ど
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
は
、
徳
島
市
の
子
ど
も
た

ち
で
組
織
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
「
び

い
た
あ
ば
ん
」
が
『
マ
コ
の
夢
』
の
公

演
を
行
う
ほ
か
、
大
洲
の
子
ど
も
た
ち

予屋住設

宮 24-2541

情)いの水道設備

D24-2216 

備)内田電気水道設備

D25-2858 

伊

2月3日出

2月4日(日)

が
故
郷
に
つ
い
て
の
夢
や
希
望
を
語
り

合
い
ま
す
。

ぜ
ひ
親
子
で
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
一
一
月
十
一
日
制
十
四
時

二
十
分

i
十
六
時
五
十
分

【
場
所
】
大
洲
市
民
会
館
大
ホ

l
ル

【
入
場
料
】
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
調
整

課

企

画

調

整

係

告
⑫
2
1
1
1
(内
線
3
7
1
)

郵
便
局
介
与
の
加
知
ら
せ

あ
な
た
の
通
常
貯
金
通
帳
は
、
新
総

合
通
帳
に
切
り
替
わ
っ
て
い
ま
す
か
。

郵
便
局
で
は
、
通
常
貯
金
通
帳
を
よ
り

便
利
な
新
総
合
通
帳
へ
切
り
替
え
る
取

り
扱
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
総
合
通

帳
に
は
、
次
の
よ
う
な
機
能
が
付
い
て

い
ま
す
。

-
送
金
サ
ー
ビ
ス

・
定
額
貯
金
、
ニ
ュ

l
定
期

・
ゅ
、
っ
ゅ
、
つ
ロ

l
ン

-
自
動
払
い
込
み

・
給
与
預
け
入
れ

-
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

l
ド

岡福水道工 事庖

D24-3656 

所

倒神

宮 24-4122

田鉄工所

ダ設備

D24-3674 

D25-0300 

工ま失

ク

塚

(有)オ

大

2月10日同

2月11日(日)

固
め
教
育
口

l
、
/
の
ご
案
内

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
な
ど
へ
の
入
学
費
用

ゃ
、
在
学
中
の
授
業
料
な
ど
の
費
用
を

融
資
す
る
「
国
の
教
育
ロ

1
ン
」
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
融
資
額
】
学
生
、
生
徒
一
人
に
つ

き
、
百
五
十
万
円
以
内

【
利
率
】
(
十

一
月
十
日
現
在
)

年
三

・
二
五
%
(
固
定
金
利
)

【
返
済
期
間
】
八
年
以
内

【
据
置
期
間
】
在
学
期
間
以
内
で
元

金
は
据
え
置
き
可
。
た
だ
し
、
最
長

四
年
。

{
保
証
】
側
教
育
資
金
融
資
保
証
基

金
ま
た
は
保
証
人
(
一
人
以
上
)

※
今
年
度
か
ら
、
海
外
留
学
資
金
も
対

象
と
な
り
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

国
民
金
融
公
庫
松
山
支
庖

2
0
8
9
・
9
4
1
・
6
1
4
8

担
当
一
教
育
ロ

l
ン
係

雇
用
促
進
住
宅
の
ご
案
内

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
ハ
ロ

l
ワ

ー
ク
(
公
共
職
業
安
定
所
)
の
紹
介
な

ど
に
よ
っ
て
就
職
し
、
ご
家
族
と
一
緒

設備

D25-4684 

所

設備

ft24-0783 

側土居鉄工所

ft24-4519 

ネ土戸

ft25-2944 

保

D 2 6 -0， 5 3 7 

業

工

ノ

ま失

電

サ

南

(有)ア

ネ申

城

久

2月12日伺)

2月17日出

に
住
居
を
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
な
ど
に
、
他
の
適
当
な
住
宅
が
見
つ

か
る
ま
で
の
問
、
一
時
的
に
お
貸
し
す

る
雇
用
促
進
住
宅
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

大
洲
市
内
に
は
、
五
郎
慶
雲
寺
区
に

二
棟
(
八
十
戸
)
あ
り
ま
す
。
入
居
条

件
な
ど
詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
大
洲
ま
で
。

告

@
3
1
9
1

大
洲
児
童
合
唱
団
音
楽
発
表
会

大
洲
児
童
合
唱
団
の
音
楽
発
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
一
一
月
二
十
四
日
出
比
時
j

【
場
所
】
肱
北
公
民
館
大
ホ

l
ル

【
曲
目
】
・
青
い
地
球
は
だ
れ
の
も
の

・
音
楽
会
の
リ
ハ
ー
サ
ル
・
ブ
ル
ー
ス

カ
イ
・
風
の
中
で
・
そ
の
他

こ
の
他
に
バ
イ
オ
リ
ン
独
奏
や
女
性

コ
ー
ラ
ス
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
合
唱
団
で
は
、
市
内
の
小
学
四
年
生

か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
入
団
を
待
っ

て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
新
谷
小
学
校

袖

岡

さ

か

え

含

⑫
0
8
0
3

(有)南予水道住設

ft25-1350 

庖

OA-A法A
告ワ臼倉

情)星加水道設備

D26-0020 

備

備

Fh
u
 

A
地

ハh
u

設

4
p
h
u
 

内

Lg
 設

ft25-4023 

道水

升〈
;j;本

住

藤

1兵

佐

徳

2月18日(日)

2月24日出

2月25日(日)

庖

-nU
 

Q
d
 
ハUR

U
 

円

Lg
 

商田滝

放
送
大
学
生
き
募
集

放
送
大
学
愛
媛
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

で
は
、
教
養
学
部
の
平
成
八
年
度
第
一

学
期
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
な
ど
の
放
送
を
利
用
し
た
新
し
い
学

習
シ
ス
テ
ム
で
す
。
多
彩
な
教
授
陣
に

よ
り
多
様
な
学
習
科
目
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
で
も
学
べ
る
放
送
大
学
。
あ
な
た
も

入
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
要
項
請
求
お
よ
び
お
問
い
合
わ

せ
は
、

一T
7
9
0
/松
山
市
文
京
町
三

番
/
愛
媛
大
学
内
放
送
大
学
愛
媛
地
域

学
習
セ
ン
タ
ー
/
8
0
8
9
・
9
2
3

8
5
4
4
/
附

0
8
9
・
9
2
3
・

8
4
7
9
ま
で
。

【
出
願
受
付
期
限
】

二
月
十
五
日
同

創
業
支
援
相
談
所
玄
関
設

大
洲
商
工
会
議
所
で
は
、
新
規
開
業

や
新
分
野
進
出
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る

相
談
に
お
答
え
す
る
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
詳
し
く
は
商
工
会
議
所
ま
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
合
⑪
4
1
1
1

{
日
時
】

一一
月
七
日
側
十
三
時

1

【
場
所
】
大
洲
商
工
会
議
所

12月末までの

大洲市内の交通事故

12月末現在 昨年同期

件 数 281 252 

負 傷者 356 320 

死 者 8 1 0 

[お詫び11月号に掲載した昨年
同期の数値は、 1年前の12月末日
のものでした。
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相
談
ご
と
案
内

2月号'鈍

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】
(
愛
媛
県
)

日
時

2
月
8
日
岡

山
時

1
日
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

日
時

2
月
初
日
附
叩
時

1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

{
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時

2
月
日
日
同
叩
時
1
日
時

場
所
八
多
喜
連
絡
所

日
時

2
月
四
日
間

9
時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
}

O
一
般
相
談
毎
週
月
・
水

・
金
曜
日

第
一

・
第
三
火
曜
日

。
法
律
相
談
第
二

・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
包
⑫
5
6
2
9
(直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時
間

叩
時
j
ロ
時
、
日
時
j

M
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
室
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲
市
福
祉
事
務
所

ああず広報

【
行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

日
時

2
月
却
日

ω
9時
1
ロ
時

場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
宮
@
3
7
9
4
(玉
木
)

又
は
含
⑫
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で
。

【
社
会
保
険
相
談
}

日
時

2
月
5
日
側
、
加
日
附

叩
時
i
M
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担

当

松

山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

含

⑪
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

2
月
日
日
制

9
時
l
M時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

倒
上
回
喜
六
不
動
産

中
村
三
三
O
|
九
含
@
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

宮

(ω
h
h
F
h
M

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

2
月
1
日
同

場

所

市
立
大
洲
病
院
叩
時
l
u
時

平
成
病
院
日
時
1
日
時

フ
ジ
グ
ラ
ン
大
洲
同
時
日
分

i
日
時

叩
分
実
施
日

2
月
比
日
岡

場

所

伊
予
銀
行
大
洲
支
店
叩
時
j
ロ
時

四
国
電
力
日
時
却
分
1
日
時

松
本
薬
品
目
時
日
分

1
日
時
却
分

保
健
所
歯
科
相
談

歯
に
関
す
る
相
談
に
歯
科
医
師
が
応

じ
ま
す
。

日
時

2
月
お
日
同
日
時
か
ら

場
所
大
洲
保
健
所

※
予
約
が
必
要
で
す
。
宮

@
3
1
6
5

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

可F 可V

2三 2平
月幸月山
23 4 
日版日郁
幽 薗 (日)夫
l展 I -， 
2 2 悠
月 月久
25 18の
日 日旅
(日) (日)路

L 

護

保健センターだより

.乳幼児健康診査.

2月6日ω 平成7年 9月生※
2月8日(利平成6年 7月生

2月27日例平成 5年 1月生

※は肱南・久米・肱北 ・喜多・平

地区のみ

受付時間 13:00~ 1 3:30 

実施場所大洲市保健センタ ー

持参品母子手帳・アンケート

パスタオル(※のみ)

.乳幼児育児相談・育児サークル.

2月13日附乳幼児を持つ親子

受付時間 9:30~10:00 

実施場所大洲市保健センタ ー

.健康相談・栄養相談.

日時 2月14日制

9:30~12:00、 13: OO~ 15 :00 

実施場所市役所2階入札室

日時 2月26日開)

10 :00~12 :00、 13:00~ 15:00

実施場所大洲市保健センター

持参品健康手帳

脳卒中にご用心
大洲市の平成 3~6 年の脳卒中

の発症状況を性別・ 年齢別にみる

と表のとおりです。
⑨俊則、隼代別発区状況 (平成3fj:-6tJ;の合計}

仏'.，

n24-3ワワ5

|休|日|急|患|診療|
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沢井耳医院(中村)

含 24-2510

大決l中央病院(東大洲)

合 24-4551

沢井小医院(中村)

ft24-7530 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

亀井小医院(東大洲)

ft24-3757 

市立大洲病院(西大洲)

合 24-2151

松尾産婦医院(中村)

ft24-5803 

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4551

池田泌医院(東大洲)

ft24-3100 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

2月4日

(日)

2月11日

(臼)

編
集
後
記

一
年
で

一
番
寒
い
季
節
を

迎
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
元
気
'に
お
過
ご

し
で
す
か
。

さ
て
、
昨
年
七
月
号
か
ら
八
回
に
渡

た
り
連
載
し
て
き
ま
し
た

「終
戦
か
ら

五
十
年
・
市
民
が
つ
づ
る
体
験
記
」
は
、

今
月
号
で
終
了
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

期
間
中
に
出
稿
頂
い
た
皆
さ
ん

一
人
ひ

と
り
か
ら
、
原
稿
用
紙
以
外
に
も
様
々

な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
代
生
ま
れ
の
私
に
と
っ
て
、

生
死
を
か
け
た
戦
い
や
、
戦
後
の
復
興

時
の
ご
苦
労
は
、
想
像
も
つ
か
な
い
も

の
で
し
た
。
皆
さ
ん
『
そ
う
い
う
時
代

だ
っ
た
か
ら
』
と
言
葉
に
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
無
念
さ
、
言
葉
の
重
さ

0-・男

0-0 ~ '" 
lJ 

初

IIJ-

IC 

0 

2月12日

開)

2月18日

(日)

2月25日

(日)

は
、
私
自
身
の
身
に
つ
ま
さ
れ
る
思
い

で
伺
い
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
終
了
か

ら
五
十
年
が
過
ぎ
、
平
和
な
世
の
中
し

か
知
ら
な
い
人
が
多
く
な
っ
た
今
、
八

人
の
歴
史
の
証
言
を
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
に
感
じ
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

出
稿
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、
そ
し
て

戦
争
で
命
を
亡
く
さ
れ
た
人
々
、
平
和

な
日
本
を
築
い
て
来
ら
れ
た
皆
さ
ん
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

(い
)

住民異動届はお早めに/

転入、転出をしたり、世帯や

世帯主を変更するときは、なる

べく早く市民課で手続きをして

ください。これらの届をしてお

かないと選挙で投票ができなか

ったり、国民年金の給付や納付

に支障をきたす場合があります

のでご注意ください。なお、印

鑑を必要とするものもあります

ので、持参してください。
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